
 

 

 

 

 

 

≪用意するもの≫ 

・牛乳パック…1パック 

・木工用ボンド 

・千代紙や包装紙（牛乳パックの文字や柄が透けないもの） 

…たて 110㎜×よこ２３５㎜ 

・裁断機 

・木工用ボンドふき取り用のウェットティッシュ等 

・洗濯ばさみ…数本 

・文ちん（牛乳パックを押さえたり、和紙のしわ伸ばしや牛乳パックの折り目を

つけたりする時に利用します。） 
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ここを斜めにカット 

パックの口と底は

切り落とします。 

地球にもエコ！！ 

手先のリハビリにも☆ 

 

①写真のように牛乳パックを切り開きます。 
②上下が真っすぐになるように裁断機等で 

 切りそろえます。 

③裁断機で、たて 95㎜で牛乳パックを 

カットします。 

④左右は裁断機で 1つの折り目の半分 

 くらいでカットします。 

ʿᵗ⁸ ̝ Ӳ ̝ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

  

 

 

点線はパック

の折れ目です 

 

 

この部分 

※もとのパックと比べるとこのように 

なります。 

☆千代紙は厚すぎても、薄すぎても × 

 牛乳パックが透けない程度が ◎ 

☆ここからボンドを使っていきますが、 

 

̓  

また、ボンドがはみ出した時には、 

ウェットティッシュ等でふき取ると、 

余計な部分が貼りつかずにきれいに 

仕上がります☆。 

⑤片方だけ、折り返した千代紙部分の 

牛乳パック面にボンドをぬり、千代紙 

を貼り付けます。 

⑥パック真ん中の折れ目部分はそのままに

して、左右の折れ目（点線部分）で、 

千代紙だけにはさみで切れ目を入れます。 

⑦切れ目を入れた千代紙部分をパックに 

沿って折り、しっかり折り目をつけます。 

⑧牛乳パック（一つ目の折り目のところで）

をひろげて、⑦で折った部分をボンドで

貼ります。 

牛乳パックは

切らないで!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

              

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

この部分 この部分 

⑨ボンドで貼りつけると、写真のように 

なります。 

⑩ひらいていた牛乳パックを元に戻し、 

⑤でののりづけした側のパックを折り 

目に沿ってしっかり折り目をつけます。  

⑪⑨の状態に戻して、先ほどのカードを 

入れる部分の千代紙をパックに貼ります。 

⑫もう一方のカードを入れる部分は、 

千代紙が長いので、10㎜ののりしろ

を残してカットします。 

⑬千代紙部分を折り返し、ボンドで貼ります。 

⑭パックと千代紙を開き、カード入れ部分の 

千代紙をボンドで次の写真のようにパックに 

貼ります。 



                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮しっかりボンドで貼りつけるために、 

必要に応じて、洗濯ばさみでとめて置く 

こともできます。 

⑯最後に開いた部分の牛乳パックに 

ボンドを塗り、千代紙を貼りつけます。 

⑰はみ出たボンドは、ウェットティッシュで 

しっかりふき取りましょう。 
完成です☆！！ 

季節に合った柄など選んで 

作ってみてはいかがでしょうか？ 


